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 ② 木材・木製品・木質構造物の安全性・信頼性・快適性向上のための研究開発

 1 木製品の耐久性・耐火性の向上及び評価技術の開発

 2 安全で合理的な木質構造物の評価及び設計技術の開発

 3 木材・木質材料の新たな機能性の評価及び向上技術の開発
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